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2024
年
1
月
6
日
顕
現
日
に
司
祭
按

手
の
恵
み
に
与
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
三
光
教
会
の
皆
様
の
お
祈
り
と
お
支

え
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
神
と

人
々
と
に
仕
え
、
務
め
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

お
祈
り
い
た
だ
け
ま
す
と
あ
り
が
た
い

で
す
。 

わ
た
し
は
2012
年
12
月
に
受
洗
し
、

2016
年
に
聖
公
会
神
学
院
に
入
学
す
る

前
の
1
年
間
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
師
の
資
格
認
定
講
座
に
通
い
ま
し
た
。

こ
の
講
座
に
通
っ
た
こ
と
が
今
の
わ
た

し
の
在
り
方
・
考
え
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
川
崎
市

中
原
区
に
あ
る
ホ
ッ
と
ス
ペ
ー
ス
中
原

で
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
教
会
が
、
高
齢
者
や
障
碍
者
を

支
援
す
る
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

実
習
で
現
場
に
身
を
置
い
て
働
く
こ
と

の
必
要
性
と
意
義
を
感
じ
た
わ
た
し
は
、

こ
れ
か
ら
学
校
で
神
学
を
学
び
、
聖
職

に
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
今
す
ぐ
現
場
に
飛
び
込
ん
で
し

ま
っ
た
ら
ど
う
か
、
と
問
い
続
け
る

日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

神
学
院
で
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
で
実
習
を
重
ね
る
な
か
で
、
わ
た
し

は
キ
リ
ス
ト
を
着
て
、
わ
た
し
と
い
う

存
在
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
聖
職
に
召
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
病
院
だ
け
で
な
く
、
学
校
や

社
会
福
祉
施
設
も
、
宣
教
師
た
ち
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に

基
づ
く
施
設
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
わ
た

し
た
ち
の
施
設
で
キ
リ
ス
ト
教
を
大
切

に
す
る
の
か
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
と
は

何
か
と
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
中

で
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
見

え
る
形
と
す
る
の
は
、
知
識
や
教
義
で

は
な
く
、
そ
こ
に
生
き
動
く
人
間
存
在

が
、
キ
リ
ス
ト
を
着
た
者
が
在
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
違
う
言

葉
で
言
う
な
ら
ば
、
世
の
価
値
観
と
は

違
う
視
座
に
立
っ
て
世
界
を
見
て
い
る

人
が
お
り
、
そ
の
視
座
を
次
の
世
代
の

人
に
伝
え
て
い
く
役
割
を
担
う
。
こ
れ

が
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
使
命
な
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。 

世
の
価
値
観
と
は
違
う
視
座
、
す

な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く 

 

独
自
の
ま
な
ざ
し
を
、
わ
た
し
は
「
共

苦(Compassion)

」
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
主
イ
エ
ス
は
、
病
人
や
障
碍
者
、

女
や
子
ど
も
た
ち
、
娼
婦
た
ち
の
よ
う

な
当
時
の
宗
教
的
・
社
会
的
価
値
観
に

よ
っ
て
周
縁
に
排
斥
さ
れ
、
孤
立
し
て

い
た
「
最
下
層
・
最
底
辺
に
生
き
る

『
受
苦
者
た
ち
』
」
の
も
と
へ
と
赴
き
、

共
に
生
き
る
こ
と
へ
と
招
き
ま
し
た
。

そ
し
て
十
字
架
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
イ
エ
ス
自
ら
も
大
い
な
る

『
受
苦
者
』
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
イ
エ
ス
の
「
苦
し
み
の
共
有

（Compassion

）
」
の
態
度
に
お
い
て
、

「
苦
し
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
で
も

呼
ば
れ
る
べ
き
交
わ
り
の
輪
が
形
成
さ

れ
た
の
で
す
（
滝
澤
武
人
『
イ
エ
ス
の

現
場
』
）
。 

教
会
は
共
苦
の
共
同
体
で
あ
る
。

こ
の
世
の
中
を
生
き
る
困
難
や
苦
し
み

を
分
か
ち
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
つ
な
が

る
の
が
教
会
で
は
な
い
の
か
、
と
わ
た

し
は
考
え
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
「
教
会
と

は
何
か
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
が
わ

た
し
た
ち
に
問
い
か
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
「
な
ぜ

教
会
に
集
う
の
か
」
と
い
う
問
い
に
、

共
に
向
き
合
い
、
語
り
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。 
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2
月
～
3
月
の
予
定  

 

◆
2
月 

 

14
日
㈬ 

大
斎
始
日
（
灰
の
水
曜
日
） 

18
日
㈰ 

大
斎
節
第
1
主
日 

21
日
㈬ 

春
期
聖
職
按
手
節 

23
日
㈮ 

殉
教
者
主
教
ポ
リ
カ
ー
プ 

春
期
聖
職
按
手
節 

24
日
㈯ 

使
徒
聖
マ
ッ
テ
ヤ
日 

春
期
聖
職
按
手
節 

25
日
㈰  

大
斎
節
第
2
主
日 

 

◆
3
月 

 

1
日
㈮ 

主
教
デ
イ
ビ
ッ
ド 

3
日
㈰ 

大
斎
節
第
3
主
日 

4
日
㈪  

3
月
逝
去
者
記
念
礼
拝 

7
日
㈭ 

殉
教
者
パ
ペ
チ
ュ
ア
と
仲
間
た
ち 

10
日
㈰ 

大
斎
節
第
4
主
日 

12
日
㈫ 

主
教
教
会
博
士
グ
レ
ゴ
リ
ー 

17
日
㈰ 

大
斎
節
第
5
主
日 

 

主
教
パ
ト
リ
ッ
ク 

18
日
㈪ 

主
教
教
会
博
士
エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
リ
ル 

19
日
㈫ 

聖
ヨ
セ
フ
日 

21
日
㈭ 

主
教
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ―

 

23
日
㈯ 

第
144(

定
期)

教
区
会 

24
日
㈰ 

復
活
前
主
日 

25
日
㈪ 

復
活
前
月
曜
日 

26
日
㈫  

復
活
前
火
曜
日 

27
日
㈬ 

復
活
前
水
曜
日 

28
日
㈭ 

聖
木
曜
日 

29
日
㈮ 

聖
金
曜
日
（
受
苦
日
） 

30
日
㈯ 

聖
土
曜
日
（
イ
ー
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ

ジ
ル
） 

                

            

東
京
教
区
司
祭
志
願
者
・
執
事
ヤ
コ
ブ

荻
原
充
師
の
聖
職
按
手
式
が
、
救
主
降

生
２
０
２
４
年
１
月
６
日
（
顕
現
日
）

に
私
た
ち
の
三
光
教
会
で
執
り
行
な
わ

れ
、
喜
び
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

司
祭
按
手
の
当
日
、
三
光
教
会
聖
堂

に
設
け
ら
れ
た
250
の
会
衆
席
は
埋
め

つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
司
式
は
高
橋
宏
幸

主
教
、
式
典
長
は
下
条
裕
章
司
祭
、
副

式
典
長
は
上
田
亜
樹
子
司
祭
、
中
川
英

樹
司
祭
。
祭
壇
に
は
東
京
教
区
の
聖
職

と
協
働
教
区
で
あ
る
北
関
東
教
区
か
ら

の
司
祭
団
が
上
り
、
式
典
の
全
容
は
ひ

ろ
く
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
説
教

壇
か
ら
は
佐
々
木
道
人
司
祭
が
新
司
祭

の
前
途
に
激
励
の
言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。
主
の
み
恵
み
の
う
ち
に
司
祭
職
に

按
手
さ
れ
た
荻
原
充
師
に
、
教
会
の
信

徒
全
員
が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

執
事
時
代
の
荻
原
先
生
か
ら
受
け
た

教
え
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
も

感
謝
す
べ
き
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
教

会
で
の
聖
餐
式
が
閉
ざ
さ
れ
た
時
期

（
２
０
２
２
～
２
３
年
）
に
毎
主
日
、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
信
徒
奉
事
者
を

中
心
に
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
聖
書
研
究

の
集
い
で
あ
り
ま
し
た
。
東
京
教
区
の

聖
書
講
座
「
主
日
の
福
音
に
聴
く
」
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
み
こ

と
ば
・
問
い
か
け
を
各
自
が
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
か
、
順
番
で
毎
回
2

人
づ
つ
自
分
の
思
い
を
リ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
９
人
の
受

講
者
（
安
次
嶺
佳
子
、
伊
藤
和
彦
、
大

越
保
正
、
黒
川
正
三
・
文
子
、
松
崎
尚

美
、
牟
田
実
、
吉
川
晃
の
諸
兄
姉
と
鈴

木
一
）
が
ほ
と
ん
ど
欠
席
す
る
こ
と
な

く
受
講
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
毎
回
の
荻
原
先
生
の
熱
意
が
、
先

の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
抜
く
支

え
と
し
て
聖
書
を
深
く
読
み
込
む
自
覚

を
全
員
に
植
え
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
、
２
０
２
３
年
３
月
５

日
の
大
斎
節
の
学
び
で
荻
原
先
生
が
、

『
夜
と
霧
』
の
著
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト

ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
死
生
観
と
哲
学
、

フ
ラ
ン
ク
ル
に
始
ま
る
死
生
学
が
、
コ

ロ
ナ
に
怯
え
る
日
々
、
こ
と
に
高
齢
者

に
と
っ
て
、
暗
い
現
実
を
生
き
抜
く
支

え
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
講
話
は
示
唆

に
富
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
折
に
示
さ

れ
た
『
フ
ラ
ン
ク
ル
の
臨
床
哲
学
』

（
岡
本
哲
夫
著
）
を
後
日
購
読
し
て
み

ま
し
た
。
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
得
る

も
の
も
大
な
る
書
で
あ
り
、
荻
原
先
生

が
さ
れ
た
こ
の
大
斎
講
話
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

執
事
の
時
代
に
は
指
導
司
祭
の
異

動
が
相
次
い
で
、
荻
原
先
生
に
は
御
苦

労
の
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
三
光
教
会
を
よ
く
知
る
中
川

英
樹
管
理
司
祭
の
も
と
で
司
祭
按
手
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
教
会
員
に
と
っ

て
も
大
い
な
る
幸
い
で
し
た
。 

教
会
に
は
生
老
病
死
に
つ
な
が
る

悩
み
を
持
つ
者
が
多
く
訪
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
悩
み
を
持
つ
ひ
と
り
ひ
と
り

に
深
く
接
し
て
豊
か
な
牧
会
を
進
め
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
、
荻
原
充

司
祭
様
の
門
出
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 
 
 

（
記
・
鈴
木 

一
） 

 

             

■
喜
び
の
こ
と
ば 

 

荻
原 

充
師
が 

 
 
 

司
祭
に
按
手
さ
れ
る 
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写
真
・
石
川
恭
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公  示 

日本聖公会法規第 138条の規定に従い、日本聖公会東京教区 三光教会（定期）堅信 

受領者総会を下記のように召集します。 

                                              2024年 1月 21日 顕現後第 3主日 

                           日本聖公会 東京教区 三光教会 

                                 管理牧師 司祭 ニコラス 中川 英樹 

                               記 

    日時： 2024年 2月 25日㈰ 大斎節第 2主日 第Ⅱ聖餐式後 

   場所： 三光教会 聖堂 

   議案 1. 2023年度 教務報告 承認の件 

議案 2.  2023年度 活動報告 承認の件 

議案 3.  2023年度 会計決算報告・会計監査報告 承認の件 

議案 4.  2024年度 活動計画案 承認の件 

議案 5.  2024年度 会計予算案 承認の件 

    議案 6.  教会委員被選挙人名簿への記載の件 

                

教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  

はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構で

す。 

⚫ 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

⚫ わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:30 聖餐式 

午前 10:30 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

毎朝 6:30 から 

月、水、金は朝の礼拝、
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